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福
島
第
⊥
原
発
事
故
の
収
束

見
通
し
が
立
た
な
い
な
か
、
政

府
が
ア
ジ
ア
護
国
を
相
手
に
進

め
る
原
発
輸
出
に
、
京
都
の
識

者
や
大
阪
の
反
核
グ
ル
ー
プ
が

反
発
を
強
め
て
い
る
。
識
者
は

「
自
国
で
原
発
を
新
設
で
き
な

い
か
ら
と
い
っ
て
海
外
で
建
設

す
み
の
は
道
義
的
に
許
さ
れ
な

い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
現
代
史
が
専
門
の

京
都
大
大
学
院
の
伊
藤
正
子
准

教
授
（
4
8
）
は
2
月
、
ベ
ト
ナ

ム
中
南
部
ニ
ン
ト
ゥ
ア
ン
省
の

海
沿
い
に
あ
る
タ
イ
ア
ン
村
を

訪
れ
た
。
日
本
の
電
力
会
社
や

メ
ー
カ
ー
な
ど
で
つ
く
る
国
策

会
社
「
国
際
原
子
力
開
発
」
が

手
掛
け
る
原
発
建
設
の
予
定
地

だ
。
そ
こ
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
や
サ

ン
ゴ
が
育
つ
海
、
ブ
ド
ウ
栽
培

の
盛
ん
な
畑
が
広
が
っ
て
い

た
。伊

藤
准
教
授
は
、
原
発
事
故

後
も
政
府
の
原
発
輸
出
政
策
が

継
続
さ
れ
て
い
る
事
を
問
題
視

されない」
し
、
現
地
の
実
情
を
知
る
た
め
准
教
授
は
「
原
発
の
危
険
情
報

に
視
察
に
入
っ
た
。

原
発
建
設
に
つ
い
て
地
元
の

漁
師
に
聞
く
と
「
大
丈
夫
、
何

も
変
わ
ら
な
い
よ
」
と
答
え
、

別
の
住
民
は
「
危
険
か
も
し
れ

な
い
が
、
国
が
決
め
た
こ
と
。

し
ょ
う
が
な
い
」
と
諦
め
口
調

だ
っ
た
と
い
う
。
村
は
パ
ソ
コ

ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う

環
境
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
伊
藤

が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
最
大
の

間
翠
と
強
調
す
る
。
帰
国
後

は
講
演
会
な
ど
で
現
地
の
声
を

伝
え
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
ほ
か
、
マ
レ
ー

シ
ア
や
ヨ
ル
ダ
ン
で
も
日
本
の

原
発
建
設
へ
向
け
た
動
き
が
あ

る
。
核
の
な
い
社
会
を
目
指
す

「
ノ
ー
ニ
ュ
ー
ク
ス
・
ア
ジ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」
（
大

京
の
識
者
ら
反
発

原発連投計画があるタイアン村沖
で漁をする地元住民（2月、ベトナ
ム）＝伊藤准教受受　供

阪
府
華
甲
市
）
は
昨
夏
、
経
済

産
業
省
な
ど
に
対
し
、
原
発
輸

出
に
関
与
し
な
い
よ
う
に
求
め

る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

佐
藤
大
介
事
務
局
長
（
∬
）

は
「
原
発
は
ど
こ
で
あ
っ
て
も
、

使
用
済
み
核
燃
料
の
最
終
処
分

と
い
う
大
間
庵
が
生
ま
れ
る
。

処
分
に
誰
が
責
任
を
持
つ
の

か
」
と
政
府
の
姿
勢
を
批
判
し

て
い
る
。
　
（
後
藤
創
平
）


